
統合分野 
在 宅 看 護 論   

（実習） 

2単位    

（90時間） 
配当：3年次 

 

在宅看護論実習の位置づけ 

本実習では、地域社会での人々の生活を基盤に、健康の回復、保持、増進のために

必要な支援と看護の実際について学ぶ。地域包括ケアシステムにおける看護の役割

と人々のねがいを理解し、多職種との連携や推進する力について学ぶ。 

実習の中核 

地域で療養する人々とその家族の意志を尊重し、療養生活を支え整える力をつける 

実習目標 

１）地域で療養する人とその家族の状況と援助の実際を理解する。 

２）地域で療養する人とその家族の生活の質の維持・向上への看護を理解する。 

３）継続看護の必要性を理解する。 

４）地域で療養する人が望む生活を支えるための社会資源の活用と多職種との連携を理

解する。 

５）対象の尊厳を守る看護を考える。 

実習施設 

訪問看護ステーション実習 

・医療法人社団 都会 訪問看護ステーション 「にしがも」 

・医療法人社団 行陵会 訪問看護ステーション「宝ヶ池」「たかの」「平野」 

通所サービス実習 

・医療法人社団 都会 西賀茂デイサービスセンター 

・医療法人社団 行陵会 デイサービスセンター 「上高野」「平野」「成逸」 

地域包括支援センター実習 

・京都市地域包括センター （日ノ岡、左京南、小川、成逸、紫竹） 

入退院支援看護実習 

・京都第二赤十字病院 入退院支援課 

 


